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研 究 課 題 送粉者サイズに応じて進化した花の細胞サイズ変異の遺伝的基盤と一般性の解明 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

多くの植物種で花サイズ変異は送粉者サイズ変異との関連によって生じたことが明らかにな

っている。本研究の予備段階として、4 科 6 種の植物で花サイズの変異が細胞サイズの変異に

由来していることが明らかになった。本研究の目的は、花の細胞サイズ変異の遺伝的基盤が

多くの植物種で共通しているかを明らかにすることである。第一段階として花サイズが細胞

サイズ変異に由来していることを確かめる。第二段階として花の細胞サイズが大きくなって

いる部位で特異的に発現している RNA を調べることで、どのような遺伝子発現が花サイズの

決定に関連しているかを確かめる。これを様々な植物種で行い、異なる分類群間の共通性を

確かめる。本年度は花サイズのバリエーションが分かっている植物集団においてサンプリン

グを行い、顕微鏡による細胞形態観察を行う。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

本年度は野外からの植物体サンプリングおよび栽培環境の整備を進めた。研究の予備段階で

は 4 科 6 種の植物での観察であったが、花サイズの変異が細胞サイズの変異と関連している

と思われる植物種が 6 科 9 種にまで拡張できることが期待される結果が得られた。 
 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

引き続き、野外サンプリングおよび栽培環境の整備を進め、室内の遺伝子実験と顕微鏡観察

の成果を出していきたいと考えている。 
野外における成果はほぼ十分といえるものであったが、室内での作業は遅れ気味なので、こ

のことを念頭に進めていきたいと思う。材料の幅は広げられそうだが、あまり手を広げすぎ

ないように、焦点を当てる植物を観察・実験に最適な 1-2 種だけに絞ることにする。 
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